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【資料１】 令和３年度上半期業務実績に係る病院等との意見交換

病院機構 回答評価委員 御意見

感染症医療への貢献は高く評価できる。
一方で、今年度は回復力がうかがわれる中で、入院患者数の減や当期純利益
（病床確保費を含まない以下同じ）が前年度と大差のない２億円弱の損失は反
省材料になると思う。
診療単価が入院・外来とも増えているがその分析は？
医業収益が1億円余増えている事は評価できるが、医業費用もほぼ同額増えてい
る事は反省点。

３つのセンター計画が同時進行で進んでいて素晴らしい。しかしながら、こう
した取り組みは、限られたスッタフ数の所では大変な労力になりはしないか？
少し心配です。
機能評価の高評価は、精神科単科の病院であるとはいえ、大いに評価出来る。
当期純損益の損益2千万円増は反省材料と思う。
人件費率の増が心配。
質問：ここ数年の人件費率の推移を教えてください。

病院、老健ともに、全ての経営指標が目標比及び前年度比ともかなり上回って
いてとても素晴らしい。また、医業費用の大幅削減も凄い。
その結果、病院の当期純損益が前年度比7.6千万円増、老健が1.3千万円増と双
方とも顕著な成果を上げた。
併せて、コロナ感染症への対応も信州医療センターに次ぐ高い実績を挙げてい
て、これも高く評価できる。
　院長以下、全職員が一体となって、病院運営に取り組んでいる結果であり、
とても素晴らしい。

質問：この3年間の医師数の推移は？
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入院・外来患者数（延べ・新とも）著明な増加は素晴らしい。
加算に向けての積極的な取組みにも成果が出ていて評価できる。
病床利用率の増加は記録的。その割に紹介率の低下が気がかりです。
こうした目覚ましい患者増の原因に、南木曽町からや心不全の患者増を上げて
いるが、それだけでは説明できないように思う。他に何かあったら教えて欲し
い。常勤医師増は？、またアメーバ経営の採用の成果は？
木曽介護医療院も好調に経過している。
医業収益が半年で前年度比2億7千万円増、また、当期純利益の前年度比2億1千
万円増は経営規模を考えると画期的な額と言える。
加えて、コロナ感染症への対応も前年度以上の実績を挙げている。
人件費増や職員の疲弊が心配になりますが大丈夫ですか？。

今年度は、小児患者数が回復傾向にあると言われるが、入院・外来にかかわら
ず患者数の高い増加と、病床利用率の著明な増加は評価できる。また、コロナ
禍にあって当期純利益は2.3千万円の赤字であったが、前年度に比べ約1億円の
回復は素晴らしい。上昇傾向にあった給与費について、超過勤務手当の縮減に
努めたとあるが、全体で3千万円ほど増加していて、さらなる検討を要す。令和
3年4月より開設した３センターの実績を次回評価委員会で報告して頂きたい。

コロナ禍にめげずに頑張っている様子がうかがえて素晴らしい。

質問：応募者数の推移は？昨年の国試合格率？留年者数は？

医師確保・養成の取り組み、機構宿院に係る取り組み、その他を、コロナ禍に
あっても、創意工夫しながら地道な努力を続けている事に敬意を表したい。
本部画像センターの解説は、質向上や人件費節約？のためにも良い試みと思
う。
質問：適正な看護師数の検討で、適正人数試算表は「県立病院モデル」として
どこかで公表できませんか？
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【資料２】 役員報酬規程の一部改正に対する御意見 

賛成 

 

【資料３】 評価区分の変更に対する御意見 
賛成 

 

その他 上記以外に全体を通しての御意見 

※御意見先（○○病院 or病院機構本部 or長野県 等）を明記ください 
〇コロナウイルス感染症に関する実績（参考資料２）について 

 患者等受け入れや検査件数、ワクチン接種などに、信州医療センターは始め、全ての病

院が積極的に参加している実績は評価できる。とりわけ阿南の実績は素晴らしい。 

 

〇令和 3年度上半期事業概要（資料１－１）について、 

１．DPC対象病院として急性期医療を行っている、信州医療センター、こども、木曽の 3病

院については、経営指標に医業収支、医業収支比率、人件費率、材料費率、救急車受け入

れ台数、時間外救急患者数、手術件数、全麻件数等を記載してほしい。 

２．経費の内訳を簡潔に説明して頂きたい。 

３．次回の令和 3 年度の評価委員会の際は、コロナ感染症の影響の少ない令和元年度の実

績とも比較できるようにして頂きたい。前年度との比較だけだと、回復力の有無などの判

断が難しい。 

 


